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新型コロナウイルス感染拡大防止の為、様々な活動に制限が出ています。これに
より、現場は不安や悩みを抱えますが、同時に新たな創意工夫が生まれています。
「つながる通信」では、そうしたコロナに負けない地域の繋がりやパワーを発信し、
各地でお役立ていただく一助となれればと願っております。

取材先 藪塚本町台地区

裏面へ続きます

みなさんは、日々の暮らしの中に
ご近所付き合いや気の合う仲間がいますか？

５年後、１０年後に向けて「住みやすい、住んでいてよかった。」と思える、人と人との
「つながりのある地域」をめざし、「地域のお宝」として、ご紹介していきます。

さつまいも掘り

老人会、育成会、水土里推進協議会合同のさつまいも掘りを行いました。

初の試み 世代間交流

挨拶から始まり、「○○の娘です。
こちらは孫になります」と向かい
合っての自己紹介。
そうすることで高齢者のみなさん

「○○さん家の子かい」とすぐに理
解し、和やかな雰囲気に。
子供たちは掘った芋を「見て～」

と元気に声をかけ、大人たちは「大
きいのが採れたね」と嬉しそうに会
話を楽しんでいました。
育成会、老人会、水土里推進協議

会合同で初めて行うさつまいも掘り
は子供、保護者、高齢者と多世代に
わたり交流が図れ、とても楽しい行
事になったようです。



地域のお宝発見 ～太田市生活支援体制整備事業～

老人会会長
こばやし みちお

～お話しを伺いました～

子供たちが喜んでくれている

ので大変意義のある時間になった
ように思います。
高齢者と子供たちの年齢差は
７０歳以上あり、地区の皆さん、
子供たち、高齢者が顔見知りになり、
ますます良い地区になっていく

気がします。

コロナで育成会の行事が

延期、今日が初めての行事に
なります。
高齢者との交流がない中で
地域で一緒に行事ができる
ことは子供たちにとっても
すごく良いことだと思います。

育成会代表

田島恵久美さん
たじま めぐみ

～危ないから何もさせないのではなく、
とりあえず何でもやらせる～

鎌の使い方を子供たちに教え、
芋ツルの切り方を教えます。

小林 道雄さん（７３）

お宝情報を募集中！
「私の近所でこんな取り組みをしている」
「こんな工夫をして気にかけ合っている」など、
あなたの地域のつながりを教えてください。
情報をお持ちの方は右記
お問い合わせまで！

お問い合わせ
太田市社会福祉協議会 地域福祉係
〒373-0817 群馬県太田市飯塚町1549
TEL 0276-46-6208 FAX 0276-46-6229

詳しくはこちら

今年も菊が
キレイに咲きました

世代間交流を行うことは高齢者は子供たちから元気をもらい、
子供たちは高齢者から様々な知識を学ぶいい機会に。
また顔見知りになることでお互いの「見守り、見守られ」に
なることも。
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